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日 本 溶 接 協 会 規 格 

チタン及びチタン合金 

イナートガスアーク溶接作業標準 

Recommended Practices for Titanium and Titanium Alloys  
of lnert Gas Shielded Arc Welding 

1. 適用範囲 この規格は，チタン及びチタン合金のティグ溶接（非溶極式イナートガスアーク溶接）及

びミグ溶接（溶極式イナートガスアーク溶接）作業のよりどころについて規定する。 

2. 用  語 この規格の中で用いる用語の意味は JIS Z 3001（溶接用語）によるほか，次のとおりとす

る。 

コンタミネーション 雰囲気中の酸素及び窒素や母材などの汚れによる溶着金属の汚染（変色などを

伴う場合がある）。 

3. 材  料 

3.1 母材 母材は JIS H 4600，JIS H 4630，JIS H 4635，JIS H 4657 に定めるものとし，溶接上有害な欠

陥を生ずるものであってはならない。 

3.2 溶加材 溶加材は，原則として JIS Z 3331 に定められたものを用いる。ただし，チタン及びチタン

合金の溶接には母材と同質のものを，またチタンとチタン合金との溶接には純チタンの溶加材を，異種の

チタン合金の溶接には合金成分の少ない方のチタン合金の溶加材を用いた方がよい。チタン及びチタン合

金のミグ溶接用電極ワイヤは原則として JIS Z 3331 に定めるものを用いる。 

なお，溶加材は常に清浄な乾燥した場所に保管することが望ましい。 

3.3 シールドガス シールドガスはアルゴン，ヘリウム又はこれらの混合ガスを使用する。 

なお，使用するアルゴンは JIS Z 3253 による。 

4. 溶接管理技術者及び溶接作業者 

4.1 溶接管理技術者 溶接管理技術者は JIS Z 3410 に規定されている適格性証明書を保有するものか，

同等の知識を有するものでなければならない。また，チタンの溶接加工についての十分な知識と管理能力

を有しなければならない。 

4.2 溶接作業者 溶接作業者は JIS Z3805 の技量資格を有するもので，溶接管理技術者の指示に従って

溶接作業を行う。 

 

 

 

 
 

引用規格：12 ページに示す。 
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